
都道府県労働局労働基準部長殿

事務連絡

平成26年6月6日

厚生労働省労働基準局労災補償部補償課

労災保険審理室長

訴訟関係、業務に係る資料の送付について

労災行致事件訴訟における的確な訴訟追行のため、平成25年度．． 圃の主要判
決について、その判決要旨及び勝訴・敗訴の要因分析を行った資料を別添のとおり

取りまとめたので、訴訟関係業務の参考とされたい。



1 精神障害事案判決

O 勝訴

NO"j;i臼・裁判所

1 I平咽年圃月園田
福岡地裁

( 5. 6頁）

2 I平成．年圃月圃日

大阪地裁

(7. 8頁）

・敗訴

NO 半決臼贋裁判所

1 平成置年．月置日

福井地裁

( g. 10頁）

平成25年度（圃・圃）主要判決
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キーワード

労働災害による入院生

j舌

疹痛性障害

2 1討・心臓疾患事案判決

。勝訴（逆転）

昨日 半決日・裁半所

1 平成田年．月．日

福岡高裁

(11. 12頁）

キーワード

硬膜動静脈棲

海外出張中の労働時

間

ーム



3 石綿関連疾患事案判決

O 勝訴

N市 i瓦日・裁判所
1 I平成圃年．月園田
神戸地裁

(13, 14頁）

・敗訴

NO甘i瓦B・裁判所
1 I平成．年・月・臼
東京地裁

(15, 16頁）

21平成圃年．月．白

大阪地裁

(17. 18頁）

判決の概要

4 高次脳機能障害事案判決

0 勝訴

N市i夏日・裁判所
1 I平成田年．月園日
東京高裁

(19, 20頁）

一2-

キーワード

石綿肺がん

胸膜ブラーク

キーワード

石綿肺がん

1
4
 

石綿肺がん

石綿小体及び石綿繊

維の数

キーワード

高次脳機能障害の判

断



5 上肢障害事案判決

・敗訴

Nol*U京日・裁判所
1 I平咽年圃月．日
東京地裁

(21. 22真）

上肢等への負担

6 身体障害を有する労働者（腰痛）事案判決

0 勝訴

N店i京臼・裁判所
1 I平成．年圃月．日
大阪高裁

(23, 24頁）
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腿板断裂

リハビリの効果
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8 化学物質過敏症・受動喫煙率案判決：

0勝訴

N日系日・裁判所
1 I平成・年．月園毘
東京地裁

(27, 28頁）

2 I平成．年．月．日

大阪高裁

(29, 30頁）

9 労働者性事案判決

O勝訴

日目白・裁半開

1 I平成．年．月．日
干高岡高裁

(31『 32頁）

10 二重就労事業判決

0勝訴

N日ム・裁判所
1 I平成酔・月．日
東京高裁

(33, 34貰）

判決の概要

-4 -

キーワード

受動喫煙疲

平均約労働者基準

トルエン

化学物質過敏症

キーワード

二重震用

労働時間の合算



［平成25年度勝訴判決】

。〔精神1〕平成圃・年．．月・園田 福岡地裁判決国勝訴（確定）

｜キーワード：身体への綾触セクシャルハラスメント

2 判決要旨（国務訴）

( 1 ) （判断枠組み〉

( 2) （業務起因性〉
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3 勝訴要因

1 Iセクハラに
より原告が

受けた心理

的負荷の程

度

［平成25年度勝訴判決】

国の主張が認められたポイント（主張、在拠）

-6 -



2 判決要旨（国勝訴）

(1）（判断枠組み〉

一7-

［平成25年度勝訴判決］



【平成25年度勝訴判決］

3 勝訴要因

高の鱗状
況及び精神障
害発病後の労
働時間増加の
原因

21精神障害発病
後の悪化の業
務起因性

no 



［平成25年度敗訴判決】

0 〔精神1〕平成．．年．．月園臼 福井地裁判決

｜キーワード：労働災害による入院生活、疹痛性障害

2 判決姿旨（国敗訴）

( 1 ) （精神障害の発病の有無〉
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1 I精神障害の
発病の有無
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21本件崩落事
故と精神障
害発病との
相当因果関
係、の有無

4 敗訴婆因

1 I原告の時機
に遅れた主
張

2 I専門医を証
人尋問に立
てなかった
こと

【平成25年度敗訴判決］

敗訴した要因として考えられる事項

-10 -
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【平成25年度勝訴判決］

lキーワード 醐動静脈渡海外出張中の労働時間

1 事件の概要

2 判決要旨（控訴審）（国逆転勝訴）

( 1 ) ＜判断枠組み〉（一審判湖、らの引用）

( 3) ＜業務起関f鈴
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3 勝訴要因

大学に所属する研

究者に係る「出張の

業務↑釦

［平成25年度勝訴判決］

ー 12-



［平成 25年度勝訴半lj決】

0 〔石綿1〕平成田園年．．月．日 神戸地裁判決

！キーウード：石綿肺がん、胸膜アラーク

2 判決要旨（国勝訴）

四 13



3 勝訴要因

1 I業務起因性

（平成18年基準）

21被告からの鑑定申
立（胸膜プラ｝ク

所見）

【平成 25年度勝訴判決｝

国の主張が認められたポイント（主張、証拠）

-14 明



［平成25年度敗訴判決］

0〔石綿1〕平成・圃年・)'3－白

lキーワード：石綿肺がん、補償課長肉かんの評価
1 事件の概要

2 半Jj決要旨（国敗訴）

( 1 ) ＜判断枠組み〉
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【平成25年度敗訴判決】

3 国の主張と判決の主な相違点

、

1 I石綿ばく露
作業従事期
間

21業務起因性
に関する判
断基準

4 敗訴要因

目元く露
作業従事期

｜ 国主張

敗訴した要因として考えられる事項

-16 -



【平成 25年度敗訴判決］

｜キーワード・石綿肺がん、石綿小体及び石綿繊維の数i

2 判決要旨（国敗訴）

(1) （業務起因性の判断基準〉

(3) （喫煙歴の有無〉
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［平成 25年度敗訴判決］

3 国の主張と判決の主な相違点

1 I業務起因性
の判断基準

2 I石綿ばく露
状況

3 I喫煙歴

4 敗訴喜喜因

日孟性の半lJ断
準

21石綿ばく露状況

国主張

敗訴した要図として考えられる事項
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【平成25年度勝訴判決1

0 〔脳機能障害1〕平成．．年．．月．．関 東京高裁判決国勝訴（二審確定）
（平成圃・年．．月．．日 東京地裁判決厨勝訴原告控訴）

！キーワード高次脳機能障害の判断

1 事件の概要

2 半Jj決要旨（控訴審（一審判決からの引用を含む））（国勝訴）

( 1 ) （高次脳機能障害の判断基準〉

一19 『



3 勝訴要因

l I本件事故と
控訴人の症

状との因果

関係は認め

られないこ

と

21高次脳機能1
障害の判断

基準として、

「支援の手

引き」の診断

基準そ示し

たこと

【平成25年度勝訴判決］

，、

国の主張が認められたポイント（主張、証拠）

一20-



【平成25年度敗訴判決］

O 〔上肢障害1〕平成．．年圃月．．臼 東京地裁判決：国敗訴（一審確定）

｜キーワード l、頚篤腕障害、 I上肢等への負担

2 判決要旨（国敗訴）

( 1 ) （判断枠組み〉
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21発即時期

4 敗訴要因

負
る
に
か
等
か
肢
の
業

上

桓

作

吋
f
ム

21 傷病名の特
定と発症時

期

〔平成25年度敗訴判決｝
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【平成 25年度勝訴判決］

｜キーワード．身体障害を有する労働者、平均的労働者基準i

2 控訴審判決要旨（国勝訴）
(1) （一審判決からの引用〉
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［平成25年度勝訴判決］

(2) （控訴審における控訴人の主張に対する判断〉

3 勝訴要因

肝孟五身体障害の
程度

一24



【平成 25年度敗訴判決1

0 〔再発1〕平成．．年圃月・・B 千葉地裁判決 国敗訴（一審確定）

iキーワード：腿板断裂、リハピリの効果

2 判決要旨（国敗訴・確定）
(1) ＜判断枠組み＞

(3) ＜リハビリ治療の改善可能性＞

- 25 -



［平成25年度敗訴判決］

張主－国
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療の効果

4 敗訴要因

11局窓等意見の来徴収

21応訴方針の検討不足
（私病の調査）

自 26-



2 判決要旨（国勝訴）

( 1 ) （判断枠組み〉

( 2) （受動喫煙症診断基準〉

【平成25年度勝訴判決］



( 3) ＜業務起因性〉

3 勝訴要因

1 I受動喫煙症
診断基準が

確立した知

見でないこ

と

21平均的労働
者からみて

痕状発症の
危険性があ

ったとはい

えないこと

【平成25年度勝訴判決］

、

国の主張が認められたポイント（主張、証掛

一28-



ほニ2二五 トル工ン、化学物質過敏症

2 控訴審判決要旨（恩勝訴）
(1) ＜一審判決からの引用〉

-29 -

［平成 25年度勝訴判決］



【平成 25年度勝訴判決］

(2) ＜控訴審における控訴人らの補充主張に対する判断〉

3 勝訴要因

肝孟齢十値 国の主張が認められたポイント（主張、証拠）

ー 30-

《
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0 〔労働者性1〕平成．．年．．月圃．日福間高裁判決
（平成．．年．．月．．日福岡地裁判決

！キーワード：労働者性、

2 判決要旨（控訴審判決）

( 1 ）労働者性の判断（一審判i劫、らの引用）

【平成25年度勝訴判決｝



［平成25年度勝訴判決］

3 勝訴要因

1 I業務執行権の有無に関
する主張

国の主張が認められたポイント（主張、 ~iEl旭

。，“n《U



【平成25年度勝訴判決］

O 〔二重就労1〕平成．酢・月．．日東京高裁半倣国勝訴（上告受理申立中）
（平成．．年．月．．日東京地裁判決国勝訴原告控訴）

lキーワード：二重雇用、労働時閣の合算

1 事件の概要

2 判決要旨

( 1 ) ＜労災保険制度の趣旨等〉

( 2) ＜業務起因性の評価手法〉



［平成25年度勝訴判決］

( 3) （本件災害における業務起因性〉

3 勝訴要因

l I複数の事業
場に勤務し
ている労4勤
者に対する
災害補償責

任の所在

A占
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